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第1回4月28日（金）「バロック音楽を興じる」
リュリ　　　ロンドー形式のガヴォット
クープラン　ゆりの花ひらく
ラモー　　鳥のさえずり
スカルラッティ　ソナタニ長調K，29／し．461，ソナタロ短調K．87／し．33他

バロック時代は器楽のための音楽語法が作られ、その後のヨーロッパ音楽の基礎が作ら
れた貴重な時代でありました。
講座ではイタリアから影響を受け、ヴェルサイユ宮殿を舞台に展開していったフランスの
タラウシニストたちの音楽と、イタリアのバロック後期に活躍したスカルラッティの作品を
取り上はバロック時代の鍵盤音楽の魅力と演奏スタイルをお転えします∴
参考楽譜：「クラヴサン曲集　安川加春子編」（音楽之友社）

「スカルラッティ　ソナタ集1」（音楽之友社）

第2回7月6日（木）「ロンドを巡って」
モーツアルト　　ロンドニ長調K．485

ロンドイ彊調K．511
ベートーヴェン　ロンドハ長調Op．51－1

ロンドは17世紀フランスのクラゲサン楽派による器楽曲形式の一つロンドー（rondeau）

から発展して、18世紀にロンド形式としてソナタ形式とともに主要な器楽形式の一つになり、
古典ソナタや交響曲の終楽章に用いられるようになりました
今回取り上げる3曲は単独の楽曲としてのロンドであり、主題の性格や転調の美しさ、
クープレの大胆さはロマン派音楽を先取りしているとも言えます。それらの作品を生き生き
と演奏するため、当時の楽器を踏まえて現代のピアノでの表現、奏法を探っていきます。

第掴10月12日（木）哺発見！ユサントアルバム」
シューマン　ユーゲントアルバムOp．68

シューマンの『ユーゲントアルバム』はピアノ初心者はもとより、あらゆるレベルの人にとっ
て多くのことが学べる芸術的な教則本です。短い1曲1曲の中にシューマンならではの詩
的で豊かな情感、情景が広がっており、それを表現するには真のテクニックが必要です。
それを身につけるために、この講座で作品をもう一度見適して理解を深め、今後の演奏
や指導に活かしてください。

第掴12月7日（木）「伝統と革新」
ドビュッシー　ベルガマスク組曲

ドビュッシーはクラヴシニストたちからの伝統を重んじ賛美していました。その伝統的な
様式や舞踊組曲の形式を用いて作られたのが『ベルガマスク組曲』です。
初期の作品ですが、すでにドビュッシーの特徴が多く含まれ、斬新さと伝統が見事に融合
されていますこドビュッシーが求めたピアニズムと色彩を解明し、それを音にするために
何が必要かお話しいたします。

【解説：堀江真理子】

※各回ともに10：00開場10：30開始（12：30終了予定）

申込み欄か　　　　　　　　FAXO3－3409－2598　　　QRコードからもお申込み頂けます。⇒聖 �回 H 

お名前　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロー般　ロカワイ会員（表参酌ンハト一八、∵肋音研金　砂小間－　Miyo細－Net）口学生 

ご住所　〒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　回撞 � 

お電話番号　　　　　　　　　　　　　　　　　メールアドレス

□第1回4／28　□第2回7／6　□第3回10／12　□第4回12／7　←チェックをお入れください。
※ご記入頂きましたお客様の個人情報は当社規定により厳重に管理し、当社からのご案内以外の目的には使用致しません。また、必要に応じて保健所等関係機関へ提供され得ることをご理解ください。


